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ボ
ー
ト
レ
ー
ス

ま
た
逢
う
日
ま
で

庄原よいとこ祭で最後となるボートレー
ス「わしらがこさえた船の競演」が行われ、
さまざなま手作りボートがフィナーレを
飾りました。（上野池・８月 27日撮影）
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●修身館スポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　　フューチャー　　       プラス

　Ｆｕｔｕｒｅ ＋（Plus）

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

地元学による地域の宝物探し

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：ニコニコ笑顔
で家族のアイドル。いつ
も姉ちゃんと一緒に遊ぶ
よ！これからも仲良くね！

前ま
え
お
か岡

こ
と
乃の
ち
ゃ
ん
（
山
内
町
）

Ｈ
28
年
11
月
２
日
生
ま
れ

父母より：歌や踊り、か

けっこ大好きはるちゃ

ん。いつも妹に優しくし

てくれてありがとう。

前ま
え
お
か岡　

は
る
ち
ゃ
ん
（
山
内
町
）

Ｈ
27
年
２
月
13
日
生
ま
れ

　当道場は昭和 34 年の発足から 59 年目を迎え、一般財団法人全日本剣
道連盟より少年剣道教育奨励賞を、公益社団法人青少年育成広島県民会
議より青少年育成功労団体表彰を頂いています。「試合に強い・弱い」だ
けではなく、「仲間を思いやり・正しく・強く・たくましく」を理念におき、
各人の人間形成に役立つ指導・道場作りを心掛け活動しています。稽古
は毎週月・水・金曜日の 19 時～ 20 時 20 分（中学生以上は 21 時 30 分まで）、
庄原中学校武道場で行っています。また、毎週土曜日 14 時～ 15 時には、
４～６才の未就学児を対象に稽古しています。稽古日にはいつでも見学で
きますので、気軽にお越しください。

【連絡先】
館長　竹尾　開
☎ 090-6835-2399

【館長実績】
広島県剣道段別選手権
七段の部優勝、広島県
剣道成年男子国体強化
選手兼強化委員

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域づくりやまちづくりなどの活動を支援

　

獣
害
対
策
は
稲
刈
り
後
か
ら
が
い
よ

い
よ
本
番
で
す
。
次
の
春
以
降
の
被
害

を
減
ら
す
に
は
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た

秋
以
降
に
し
っ
か
り
「
予
防
」
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
こ
の
季
節
、
女
性
が
で
き
る
対
策
は

　

稲
刈
り
後
の
獣
害
対
策
の
基
本
の
考
え

方
は
「
兵
糧
攻
め
」
で
す
。

　

本
来
イ
ノ
シ
シ
は
、
春
に
４
、５
頭
生
ま

れ
て
も
、
餌
が
少
な
く
な
る
な
ど
の
理
由
で

冬
場
に
生
き
残
れ
る
の
は
わ
ず
か
１
、２
頭

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
田
に
で
き
る
二
番
穂
や

家
庭
菜
園
の
雪
の
下
に
で
き
て
い
た
り
す

る
白
菜
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ま
た
人
間
の
食

生
活
が
豊
か
に
な
り
増
え
て
き
た
野
菜
く

ず
や
放
棄
果
樹
な
ど
は
、
こ
れ
ら
は
動
物

に
と
っ
て
冬
場
の
貴
重
な
餌
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
動
物
た
ち
は
自
然
淘
汰
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
生
き
残
り

増
え
て
い
き
ま
す
。
動
物
は
、
冬
に
餌
を

食
べ
ら
れ
た
場
所
に
は
春
以
降
も
必
ず
現

れ
ま
す
。
そ
の
田
畑
や
家
の
周
り
が
「
自

分
の
す
み
か
」
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
春
に
は
ま
た
４
、５
頭
生
ま
れ
、
そ

れ
ら
が
す
く
す
く
と
育
ち
・
・
・
。

　

こ
の
悪
循
環
を
理
解
し
た
ら
、
す
ぐ
に

行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

実
践
！
冬
の
兵
糧
攻
め

▼
稲
刈
り
後
は
畦け

い
は
ん畔
の
草
刈
り
を
し
な
い

▼
ひ
こ
ば
え
対
策
で
早
く
秋し

ゅ
う
こ
う耕
す
る

▼
野
菜
の
収
穫
残ざ

ん
さ渣
を
放
置
し
な
い

▼
生
ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
堆
肥
化

▼
収
穫
し
な
い
木
の
実
を
放
置
し
な
い

▼
冬
も
侵
入
防
止
柵
を
管
理
し
て
、
動

物
に「
入
れ
な
い
ぞ
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る

　

ど
う
ぞ
家
族
や
周
り
の
皆
さ
ん
に
こ

の
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。　

　

情
報
の
共
有
・
伝
達
・
発
信
は
女
性

の
得
意
分
野
。
そ
し
て
自
分
か
ら
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

秋
冬
野
菜
栽
培
の
準
備
を　
　

し
ま
し
ょ
う 

！

獣
害
対
策
は
“
先
手
必
勝
”
！

石
灰
資
材
を
投
入
し
ま
す
（
苦
土
石
灰

１
ア
ー
ル
当
た
り
10
～
15
キ
ロ
グ
ラ
ム
施

用
）。
土
壌
が
酸
性
に
偏
る
と
根
こ
ぶ
病

が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
必
ず
石
灰

資
材
を
投
入
し
ま
す
。

②
　
有
機
物
の
施
用

　

土
づ
く
り
の
た
め
に
よ
く
熟
し
た
有

機
物
を
適
正
（
１
ア
ー
ル
当
た
り
２
０
０

～
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
施
し
ま
す
。

堆
肥
の
過
剰
施
用
や
、
未
熟
な
有
機
物

の
投
入
は
、
病
害
虫
を
発
生
し
や
す
く

し
ま
す
。

　

木
質
（
オ
ガ
ク
ズ
）
牛
ふ
ん
堆
肥
は

肥
料
成
分
が
比
較
的
少
な
く
、
繊
維
質

が
多
い
の
で
耕
土
の
深
い
柔
ら
か
い
土
が

で
き
ま
す
。（
土
壌
の
物
理
性
改
善
）

　

乾
燥
鶏
ふ
ん
や
発
酵
鶏
ふ
ん
は
大
量

に
施
用
す
る
と
肥
焼
け
を
起
こ
し
ま
す
。

窒
素
成
分
が
２
・５
～
６
・０
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
あ
る
の
で
、
一
度
に
大
量
施
用
す
る

こ
と
は
避
け
（
１
ア
ー
ル
当
た
り
20
～

30
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
）、
施
用
量
に
応
じ

て
化
学
肥
料
の
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

　「
出
前
ト
ー
ク
」「
女
性
の
小
さ
な

勉
強
会
」
の
申
し
込
み
は
林
業
振
興

課
ま
で
。

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

本年のトウモロコシはきちんと守れまし
たか？鳥獣お悩み座談会に、あなたも参
加してみませんか。

被害を受けたトウモロコシ

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。６

　私たちは、地域活動団体や市民活動団体（ＮＧＯやＮＰＯ）
の地域づくりやまちづくりなどを支援することを目的に活動しています。
具体的には、参加型研修会として地元学のフィールドワークや、防災
訓練を行っています。
　地元学のフィールドワークでは、地元の人と一緒に地域を歩いたり、
地元の人にインタビューをしたりして、地元外からの視点で発見した地
域の良いところマップを作成し、地元の皆さんに発表しています。また、
防災訓練では、避難時のシミュレーションを行い、実際に災害が起こっ
た際にどういったルートで避難したらよいのかを確認し、避難を誘導す
る側としては何に注意するべきかなどを考えてもらい、研修を通してま
ちづくり活動のサポートをしています。
　一緒に活動しませんか？入会をお待ちしています。

【問い合わせ】
☎ 08477-3-6555（代表　佐々木）　
メール future.plus888@gmail.com

４　新しい農業委員・

　

９
月
は
秋
冬
野
菜
の
は
種
（
種
ま
き
）

お
よ
び
定
植
の
時
期
で
す
。
ほ
場
の
準

備
を
き
ち
ん
と
し
て
、
高
収
量
・
高
品

質
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１　

種
子
の
は
種
時
期
を
守
る

　

結
球
不
良
や
と
う
立
ち
を
防
ぐ
た
め

に
播
種
時
期
を
守
り
（
カ
タ
ロ
グ
、
種
子

袋
を
参
照
）、
適
切
な
品
種
を
選
び
ま
す
。

２　

病
害
を
防
ぐ
た
め
の
ほ
場
準
備

　

連
作
（
※
１
）
は
避
け
る
よ
う
に
ほ
場

を
選
び
ま
す
。
ま
た
、水
は
け
が
悪
い
と
、

初
期
の
生
育
不
良
や
土
壌
病
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ほ
場

の
外
周
に
溝
を
切
っ
た
り
、
高
畝
を
作
っ

て
湿
害
対
策
を
し
て
お
き
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
（
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
）

は
連
作
す
る
と
土
壌
病
害
虫
が
多
発
し

や
す
い
の
で
注
意
し
、根
こ
ぶ
病
（
※
２
）

が
発
生
し
た
ほ
場
で
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科

野
菜
の
作
付
け
を
５
～
６
年
避
け
ま
す
。

３　

土
づ
く
り

①
　
石
灰
資
材
の
使
用

　

石
灰
の
過
不
足
で
病
気
が
発
生
し
や

す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
年
も
石

灰
を
投
入
し
て
い
な
い
畑
で
は
や
や
酸
性

の
土
壌
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

６　自治振興区活動促進補助金事業
７　クマに注意！
　　／就業構造基本調査を実施します

８　11月 12 日は広島県知事選挙です
　　／安心・安全な毎日のために

９　人情あふれる民泊体験
　　／庄原さとやまガーデンフェスティバル

10　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子

11　市政トピックス
16　カメラレポート
18　しょうばら夏祭り
20　健康広場
21　お知らせ

※
１　

連
作
…
同
一
の
ほ
場
で
、
同
一
の
作

物
や
同
科
の
作
物
を
何
度
も
繰
り
返
し
栽
培

す
る
こ
と
。　
　

※
２　

根
こ
ぶ
病
…
根
に
こ
ぶ
が
で
き
、
水

分
・
養
分
の
供
給
が
で
き
な
く
な
り
、
地
上

部
の
生
育
が
悪
く
な
り
し
ぼ
ん
で
枯
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

農地利用最適化推進委員
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行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
総

務
省
の
統
計
調
査
の
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
（
国
の
統

計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
）
に
基

づ
き
実
施
す
る
、
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済

政
策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
各
種
行
政
施
策
の
企
画
・
立

案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。皆
さ
ん
に
、

よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
ク
マ
（
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
）
の
出
没
や
人
身
被
害

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
の
ク
マ
に
よ
る
人
身
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、４
月
以
降
、

目
撃
情
報
や
足
跡
、
痕
跡
情
報
が

市
へ
も
継
続
的
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

急
に
人
と
遭
う
と
ク
マ
も
驚
き

ま
す
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
が
、山
に
立
ち
入
る
際
は
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、

ク
マ
に
人
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め

知
ら
せ
て
、
脅
か
さ
な
い
よ
う
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
の
周
り
に
生
ご
み
な

ど
ク
マ
の
餌
と
な
る
物
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⚠
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

1
山
へ
立
ち
入
る
と
き
は
、
事
前

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど

の
マ
ス
コ
ミ
や
、
地
元
で
の
話
な

ど
か
ら
出
没
情
報
を
入
手
し
、
危

険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

2
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持
ち
、
ク

マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

ク
マ
に
注
意
！

　

ク
マ
に
出
会
っ
て
冷
静
に
行
動

で
き
る
人
は
多
く
い
ま
せ
ん
。

出
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切

で
す
。

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
林

業
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
産
業

建
設
室
・
地
域
振
興
室
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

う
。

3
ク
マ
の
活
動
時
間
帯
（
朝
夕
の

薄
暗
い
時
）
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
や
霧
の
あ
る
と
き
や
、

小
川
な
ど
の
沢
沿
い
で
は
、
ク
マ

の
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

4
爪
跡
、
ふ
ん
、
足
跡
な
ど
の
ク

マ
の
痕
跡
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

5
生
ご
み
は
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
人
間
が
食
べ
物
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
、
ク
マ
が
故

意
に
人
間
に
近
づ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

⚠
ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

1
遠
く
に
い
る
と
き
は
、
そ
っ
と

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

2
騒
が
な
い
で
、
落
ち
着
い
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。
石
や
枝
を
投

げ
る
と
ク
マ
が
興
奮
し
ま
す
。

3
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
に
、
向
き

合
っ
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し

て
く
だ
さ
い
。

4
子
グ
マ
に
出
会
っ
た
ら
付
近
に

親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
高
い
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

体長（成獣）　110 ～ 150cm
体重（成獣）　80 ～ 120kg
聴覚・嗅覚　非常に優れている
性質　おとなしいが子連れの母グマは強気
体力　木登り、水泳ができる
走力　100 ｍを 7秒台で走る、腕力が強い
武器　鋭い爪と牙を持っている
食事時間　朝方・夕方
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庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
６

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
！

　

７
月
末
現
在
、
市
内
で
は
特
殊
詐
欺

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ビ
ニ

店
で
高
額
な
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て

支
払
お
う
と
し
た
「
架
空
請
求
詐
欺
」

の
被
害
を
、
店
員
の
声
掛
け
に
よ
り
未

然
に
阻
止
し
た
事
案
が
３
件
発
生
し
ま

し
た
。

　

県
内
で
は
、
認
知
件
数
・
被
害
額
と

も
前
年
同
期
比
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

《
大
切
な
家
族
や
知
人
・
友
人
を

守
る
た
め
に
》

▼
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
の

　

活
用

　

…
知
ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い

▼
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
の
設
定

　

…
犯
人
は
声
を
残
し
た
が
ら
な
い

▼
防
犯
機
能
付
き
の
電
話
・
機
器
の

　

使
用

　

…
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
も

　

の
が
あ
る

▼
非
通
知
電
話
拒
否
の
設
定

　

…
犯
人
は
非
通
知
で
電
話
を
か
け

　

て
く
る
こ
と
が
多
い

交
通
事
故
防
止
！

　

８
月
、
市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
２

件
発
生
し
ま
し
た
。
車
は
、
時
に
は
人

を
死
傷
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

決
し
て
他
人
事
と
思
わ
ず
、
次
の
こ

と
を
心
掛
け
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
用
事
が
あ
っ
て
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
は
期
日
前
投
票
で
投
票
し

ま
し
ょ
う
。
期
日
前
投
票
の
場
所
、
開
設

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
役
所
本
庁
舎

　

10
月
27
日
㈮
～
11
月
11
日
㈯　

○
市
役
所
各
支
所
（
西
城
・
東
城
・
口
和
・

高
野
・
比
和
・
総
領
）

　

11
月
４
日
㈯
～
11
月
11
日
㈯　

※
投
票
時
間
は
い
ず
れ
も
期
間
中
、
毎
日

８
時
30
分
～
20
時

不
在
者
投
票

　

選
挙
期
間
中
、
庄
原
市
外
に
滞
在
し
て
い

た
り
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
な
ど
が
対
象
の
投
票
方
法
で
す
。

○
市
外
に
旅
行
・
滞
在
中
の
人

　

不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
す
れ
ば
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人

　

そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

　

障
害
の
程
度
が
法
律
で
定
め
る
基
準
に

該
当
す
る
人
は
、
郵
便
な
ど
を
使
い
、
自

宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
手
続
き
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
は
、10

月
７
日
㈯
～
９
日
（
月
・
祝
）ま
で
の

３
日
間
、国
営
備
北
丘
陵
公
園
を
会
場

に
「
庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」を
開
催
し
ま
す
。

会
場
内
で
は
、世
界
の
ト
ッ
プ
ガ
ー
デ

ナ
ー
石
原
和
幸
さ
ん
が
選
ぶ
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
や
、花
グ
ッ
ズ
が
当
た
る

大
抽
選
会
、ガ
ー
デ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

カ
フ
ェ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

と
き　

10
月
７
日
㈯
～
９
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ　

国
営
備
北
丘
陵
公
園

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

　

広
島
県
知
事
選
挙
は
次
の
日
程
で
執
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
告
示
日　

10
月
26
日
㈭

▼
投
票
日　

11
月
12
日
㈰

　

私
た
ち
県
民
一
人
一
人
の
暮
ら
し
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
た
め
の
選
挙

で
す
。住
み
よ
い
広
島
県
を
築
く
た
め
に
、

大
切
な
権
利
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、
選

挙
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
忘
れ
ず
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

投
票
で
き
る
人

　

平
成
11
年
11
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
29
年
７
月
25
日
ま
で
に
庄
原
市
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
庄

原
市
に
住
所
の
あ
る
人
。

※
県
外
に
転
出
し
た
人
、
法
令
に
よ
り
選

挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
当
日
の
投
票

11
月
12
日
㈰　

７
時
～
18
時

（
一
部
の
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

　

投
票
場
所
は
、
10
月
25
日
ご
ろ
お
送
り

す
る
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま

す
。お
出
か
け
前
に
よ
く
確
か
め
て
か
ら
、

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
は
、
運
転
操
作
を
補
う
技
術
を
搭
載

し
た
「
先
進
安
全
自
動
車
」
や
「
運
転

免
許
の
自
主
返
納
」
に
つ
い
て
、
遠
慮

な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
手
を
思
い
や
る
運
転

▼
緊
張
感
を
持
っ
た
運
転

▼
休
息
を
取
り
、
体
調
不
良
時
は
運

転
し
な
い

商工観光課にぎわい観光係☎ 0824-73-1179

石原和幸さん

ガーデンコンテスト

ペンギンのお散歩

庄原さとやま
ガーデンフェスティバル2017
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○
新
屋
内
運
動
場
が
完
成

　

庄
原
小
学
校
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

本
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
校
舎
、
屋

内
運
動
場
を
建
て
替
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
再
整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

校
舎
は
平
成
27
年
11
月
に
完
成
し
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
新
校
舎
で
授
業
を

始
め
ま
し
た
。
本
年
６
月
に
は
、
新
屋

内
運
動
場
も
完
成
し
、
新
し
い
庄
原
小

学
校
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

新
屋
内
運
動
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
（
一
部
鉄
骨
造
）
平
屋
建
て
、
全
体

の
延
床
面
積
は
約
１
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
は
、
以
前

の
屋
内
運
動
場
の
１
・
５
倍
に
相
当
す
る

約
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

 西
城
町
中
野
１
９
２
番
地

☎
０
９
０
‐
８
０
６
７
‐
１
９
４
３

開
所
日　

月
～
金
曜
日

９
時
～
12
時
／
13
時
～
15
時

※
予
約
、利
用
料
は
不
要
（
た
だ
し
、行

事
参
加
に
は
事
前
予
約
が
必
要
な
場
合

あ
り
）

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

放課後児童クラブ
の児童との交流

母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

妊
娠
中
の
マ
マ
の
体
は
胎
児
の
成
長

と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。
つ
ら
い
と
き

に
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る
パ
パ
だ
か
ら

こ
そ
、
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

変
化
に
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
！

　

妊
娠
期
は
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
前
期
…
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
吐

き
気
や
嘔
吐
な
ど
つ
わ
り
の
症
状
が
現

れ
た
り
し
ま
す
。

②
中
期
…
つ
わ
り
な
ど
が
解
消
さ
れ
ま

す
が
、
下
腹
部
な
ど
に
軽
い
痛
み
を
感

じ
た
り
、
体
重
が
増
え
る
と
腰
痛
や
こ

む
ら
返
り
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

③
後
期
…
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
が
増
え
続

け
、
マ
マ
の
手
足
な
ど
が
む
く
ん
だ
り

し
ま
す
。

　

今
、
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
の
状
態

で
変
化
し
て
い
る
か
を
パ
パ
が
知
っ
て

い
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
交
付

の
時
に
一
緒
に
交
付
す
る
父
子
健
康
手

帳
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

マ
マ
を
よ
く
見
て
話
を
聞
い
て

　

何
よ
り
マ
マ
と
の
会
話
が
大
切
で

パ
パ
に
な
る
！

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

す
！
会
話
の
中
か
ら
マ
マ
の
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
、
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
知
れ
ば
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

「
休
日
に
た
く
さ
ん
」
よ
り　
　
　

「
毎
日
で
き
る
こ
と
」
を

　

時
間
が
空
い
た
と
き
に
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
は
大
切
で
す
。
特
に
、
毎
日
し

て
い
る
家
事
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
マ
マ

に
喜
ば
れ
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
ま
ず
は
毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

＊
市
で
は
、
妊
娠
６
～
７
カ
月
ご
ろ
に

「
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
マ
マ
と
一
緒
に
パ
パ
も
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

パ
パ
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

▾
妊
娠
中
は
だ
る
く
て
眠
い
の
が
当

　

た
り
前

▾
体
調
と
機
嫌
が
悪
い
の
は
ホ
ル
モ

　

ン
の
影
響

▾
病
気
で
は
な
い
が
通
常
の
状
態
で

　

は
な
い

▾
疲
れ
や
す
い
の
で
こ
ま
め
に
休
憩

　

を
！

庄原小学校の新屋内運動場が完成
庄原小学校校舎屋内運動場落成式

教育
総務課

○
落
成
式
を
開
催

　

市
で
は
７
月
19
日
、
庄
原
小
学
校
新

屋
内
運
動
場
で
、
改
築
を
進
め
て
い
た

校
舎
、
屋
内
運
動
場
の
完
成
を
祝
し
、

落
成
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

多
数
の
来
賓
や
全
校
児
童
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
式
辞
、
校
長
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
、児
童
代
表
の
大お

お
と
し歳

未み

く來
さ
ん
（
６
年
）

が
「
新
し
い
屋
内
運
動
場
は
、
広
く
て

と
て
も
き
れ
い
で
、
こ
こ
で
体
育
の
授
業

な
ど
を
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
し
て
、

み
ん
な
で
大
事
に
使
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
式
の
最

後
に
は
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
。
ア
リ
ー

ナ
中
に
、
児
童
の
大
き
な
歌
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
い
屋
内
運
動
場
で
、

児
童
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
体
を
動
か
し
、

思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
施
工
中
の
旧
屋
内
運

動
場
の
解
体
撤
去
工
事
の
後
、
そ
の
跡

地
に
照
明
機
器
を
備
え
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
整
備
し
、
平
成
30
年
３
月
末
に
は
す

べ
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

※
行
事
な
ど
の
詳
細
は
、
庄
原
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
庄
原
小
学
校
改
築
事

業
」
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

保
護
者
は
、友
達
作
り
を
し
た
り
、子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
喜
び
合
っ
た
り
す

る
中
で
、お
互
い
の
思
い
を
共
有
し
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。地
域

の
行
事
に
参
加
し
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
来
た
り
と
、い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。施
設

内
に
は
美
古
登
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も

あ
り
、児
童
と
の
交
流
行
事
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
開
所

し
て
い
ま
す
。０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、

就
学
就
園
し
て
い
る
兄
弟
姉
妹
、お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、た
く
さ
ん
の
子
育
て

家
庭
の
皆
さ
ん
の
来
所
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

西
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、美

古
登
小
学
校
の
隣
に
あ
る
西
城
子
育
て

支
援
施
設
内
に
あ
り
ま
す
。同
施
設
は

元
保
育
所
で
、屋
内
で
絵
本
を
読
ん
だ

り
、お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、

屋
外
の
広
い
園
庭
に
あ
る
砂
場
や
ブ
ラ

ン
コ
な
ど
の
遊
具
で
の
び
の
び
と
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、子
育
て
家
庭
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
集
い
交
流
で
き
る
場

で
す
。子
育
て
に
関
す

る
相
談
・
子
育
て
情
報

の
提
供
・
子
育
て
家
庭

の
友
だ
ち
作
り
や
交
流

の
場
の
提
供
、子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、西
城
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

新屋内運動場の外観

新屋内運動場アリーナ 新しい多目的トイレ

落成式で児童代表あいさつをする大歳未來さん

（
小
学
生
）
で
２
面
分
、
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
１
面
分
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
と
し
て
は
初
め
て
ア
リ
ー
ナ
の
天
井

照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
を
使
用
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
は
、
低
消
費
電
力
、
機
器

が
長
寿
命
、
瞬
時
の
点
灯
・
消
灯
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
施
設
の
維
持
費
が

安
価
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
「
庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式

並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」
を
８
月
23
日
、

庄
原
市
民
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
遺
族
を

は
じ
め
、
来
賓
、
一
般
の
方
、
児
童
生
徒
な

ど
約
６
０
０
人
が
参
列
し
、
本
市
出
身
の

戦
没
者
２
９
２
３
人
の
冥
福
と
平
和
を
祈

り
ま
し
た
。

　

式
典
の
式
辞
で
木
山
耕
三
市
長
は
、「
私

た
ち
は
、
悲
惨
な
戦
争
を
決
し
て
忘
れ
て

は
い
け
な
い
し
、
そ
の
歴
史
か
ら
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
、
恒
久
平
和
の

実
現
と
、
古
里
庄
原
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
、
引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
平
和
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
野
小
学
校
児
童
代
表
の
大
山
は

る
な
さ
ん
が
、「
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、

差
別
せ
ず
、
戦
争
に
つ
い
て
学
び
、
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
」
と
、
平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
、参
列
者
全
員
で
黙
祷
、献
花
を
行
い
、

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

追
悼
吟
詩
、
高
野
小
学
校
児
童
に
よ
る

合
唱
、
口
和
本
の
会
に
よ
る
朗
読
、
庄
原

格
致
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ

れ
、
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻
み

ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
庄
原
市
斎
場
の
改

築
工
事
に
着
手
す
る
に
当
た
り
、

安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
木
山
耕
三
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
29
人
が
出
席
し
、
無
事
故
無

災
害
で
の
工
事
完
成
を
願
い
ま
し

た
。
式
で
は
、
設
計
会
社
の
㈱
Ｎ

Ｓ
Ｐ
設
計
、
木
山
市
長
、
施
工
主

の
小
林
建
設
・
大
歳
組
庄
原
市
斎

場
改
築
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が

順
に
く
わ
入
れ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
平
成
30
年
11
月
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
を
行

い
ま
す
。

くわ入れを行う木山市長

１ 木山市長による式辞　２ 庄原格致高校吹奏楽部の演奏　３ 献花　４ 高野小児童代表の平和の誓い

社会
福祉課

市民
生活課

不戦を誓い、恒久平和を願う
庄原市戦没者追悼式・平和祈念式典

庄原市斎場の改築工事に着手
安全祈願祭を開催

１

３ ４

　

８
月
15
日
、
庄
原
市
民
会
館
で
「
平

成
29
年
度
庄
原
市
成
人
式
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
年
は
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

が
対
象
で
、
市
内
在
住
者
お
よ
び
出
身

者
３
２
０
人
の
う
ち
２
０
９
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
木
山
耕
三
市
長
が
「
庄

原
市
を
離
れ
て
夢
の
実
現
の
た
め
に
力

を
発
揮
し
て
い
る
人
も
、
や
が
て
は
帰

郷
し
、
本
市
を
元
気
に
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
深ふ

か
い井
理さ

と
し志
さ

ん
（
口
和
町
）
が
「
こ
れ
か
ら
は
支
え
る

側
と
し
て
、
社
会
に
お
返
し
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
落
語
家
で
東
城
町

出
身
の
林は

や
し
や家

ひ
ろ
木き

さ
ん
が
「
何
事
も

楽
し
む
気
持
ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
後
に
行
わ
れ
た
実
行
委
員
会

主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
を
話
し
な
が
ら
、
懐
か
し
い

友
人
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。決意表明する深井理志さん

林家ひろ木さんが落語を披露祝賀パーティーを楽しむ新成人

多くの新成人が式に参加

生涯
学習課

新成人の門出を祝う
平成 29 年度庄原市成人式

　

８
月
９
日
、
比
和
温
泉
施
設
等

整
備
工
事
の
安
全
祈
願
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
あ
け
ぼ
の
荘
」
の

名
で
、
良
質
な
温
泉
が
満
喫
で
き

る
施
設
と
し
て
多
く
の
方
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
築

後
約
46
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
新
装
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
は
、
疲
労
回
復
な

ど
の
温
泉
機
能
を
活
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
世
代
を
超
え
て
憩
い
と

癒
し
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

心
身
の
健
康
増
進
に
資
す
る
施
設

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
行
を

見
据
え
、
高
齢
者
が
冬
の
間
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
高
齢
者
冬
期

安
心
住
宅
を
併
設
し
、
木
造
の
複

合
施
設
と
し
て
、
平
成
30
年
春
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

新装して多機能に
比和温泉施設および高齢者冬期安心住宅整備工事の安全祈願祭

比和支所

工事関係者にあいさつする木山市長

　

市
は
、
８
月
１
日
付
で
定
住
支

援
員（
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

を
新
た
に
１
人
配
置
し
ま
し
た
。

総
領
地
域
を
熟
知
し
た
加か

と
う藤

秀ひ
で
あ
き明

さ
ん
に
は
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ

し
や
、
移
住
希
望
者
と
地
域
の
つ

な
ぎ
役
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

定
住
支
援
員
制
度
は
、
移
住
を

希
望
す
る
方
や
移
住
し
て
間
も
な

い
方
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
支

援
体
制
を
整
え
、
移
住･

定
住
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
城
・
口
和
・
高
野
・

比
和
の
各
地
域
で
４
人
の
定
住
支

援
員
が
活
動
し
て
お
り
、
加
藤
さ

ん
を
加
え
５
人
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
市
は
、
こ
の
取
り
組

み
を
他
の
地
域
に
も
広
げ
、
移
住

希
望
者
が
安
心
し
て
移
住
で
き
る

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

寺元企画振興部長（左）から加藤さん（右）に辞令が交
付された

いちばん
づくり課

総領地域の移住者増に期待！
移住定住コンシェルジュを新たに１人配置

２
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大舞台での活躍に期待
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

　

広
島
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

選
手
の
壮
行
式
が
７
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
舎

で
行
わ
れ
、多
く
の
関
係
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

出
場
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
と
市
議
会
議出席者全員で記念撮影

坪
倉　

瑠
快
（
小
奴
可
小
６
年
）

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会

８
月
14
日
～
16
日
・
東
京
都
渋
谷
区

●
女
子
団
体
戦

金
川　

伊
織
（
東
小
６
年
）

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
６
年
）

藤
原　

夏
希
（
板
橋
小
６
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

８
月
18
日
～
20
日
・
甲
府
市

●
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
中
１
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会

７
月
29
日
～
８
月
２
日
・
上
山
市

●
学
校
対
抗
戦
74
㎏
級

●
男
子
個
人
対
抗
戦
66
㎏
級

山
本　

晴
日
（
三
次
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

選
手
権
大
会

７
月
28
日
～
31
日
・
安
芸
太
田
町

●
個
人
戦
ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
ル
立
射
40

発
競
技
（
女
子
）

河
内　

幸
紀
（
西
城
紫
水
高
３
年
）

全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

７
月
29
日
・
岩
沼
市

●
個
人
戦

山
﨑　

隆
輝
（
東
城
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

７
月
31
日
～
８
月
４
日
・
仙
台
市

●
写
真
部
門

菅
原　

望
里
（
庄
原
格
致
高
２
年
）

松
岡　

直
哉
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

松
本　

圭
太
（
庄
原
実
業
高
３
年
）

全
国
教
職
員
剣
道
大
会

８
月
５
日
・
上
尾
市

●
高
校
・
大
学
・
県
教
委　

個
人
の
部

森
田　

昂
嗣
（
庄
原
格
致
高
教
員
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７　

剣
道
交
流
大
会

９
月
９
日
～
11
日
・
由
利
本
荘
市

●
チ
ー
ム
対
抗

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７　

水
泳
交
流
大
会

９
月
10
日
～
11
日
・
秋
田
市

●
個
人
平
泳
ぎ
25
ｍ

●
個
人
平
泳
ぎ
50
ｍ

●
混
合
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
１
０
０
ｍ

●
混
合
フ
リ
ー
リ
レ
ー
１
０
０
ｍ

横
山　

桂
子
（
戸
郷
町
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

陸
上
競
技
大
会

７
月
29
日
～
８
月
２
日
・
天
童
市

●
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

山
口　

夏
鈴
（
広
島
皆
実
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会

７
月
23
日
～
29
日
・
会
津
若
松
市

●
男
子
個
人
戦

小
田　

龍
翔
（
尾
道
高
３
年
）

　

市
は
８
月
12
日
、
西
本
町
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
で
「
し
ょ
う
ば
ら
Ｕ

タ
ー
ン
・
空
き
家
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
は
お
盆
の
帰
省
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
開

催
し
、
市
内
の
空
き
家
所
有
者
を
は
じ
め
、
県
内

や
関
東
圏
、
関
西
圏
在
住
の
本
市
出
身
者
が
、
住

ま
い
や
就
農
、
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
訪

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
10
人
以
上
の
相
談
者
が
訪

れ
、
初
の
試
み
に
高
い
ニ
ー
ズ
と
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ヒ
バ
ゴ
ン
が
「
庄
原
へ
帰
ろ
う

や
！
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
帰
郷

を
呼
び
か
け
、
帰
省
客
ら
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

　

移
住
や
空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
い
ち
ば

ん
づ
く
り
課
定
住
推
進
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
２
５
７
）
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

庄原への帰郷を呼びかけ
しょうばらUターン・空き家相談会を実施

いちばん
づくり課

相談に訪れた帰省者

長
代
理
の
近
藤
久
子
教
育
民
生
常
任
委

員
会
委
員
長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
出
場
者
に
祝
い
金
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
第
33

回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
へ

出
場
す
る
坪つ

ぼ
く
ら倉

瑠る

か快
さ
ん
が
決
意
表
明

を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

出
場
者
（
敬
称
略
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

７
月
28
日
～
30
日
・
神
戸
市

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

松
井　
　

翼
（
総
領
小
２
年
）

●
バ
ン
ビ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

上
野　

優
奈
（
川
北
小
２
年
）

全
国
小
学
生
倉
敷
王
将
戦

８
月
６
日
・
倉
敷
市

●
低
学
年
の
部

中
川　

雄
太
（
東
小
３
年
）

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

８
月
20
日
・
札
幌
市

●
小
学
５
年
生
男
子
45
㎏
級

三
河
内
陸
至
（
永
末
小
５
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

８
月
19
日
・
横
浜
市

●
男
子
６
年
１
０
０
ｍ

　

子
ど
も
た
ち
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
技
術

の
向
上
の
た
め
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
５
日
か
ら
８
月
２
日
に
か
け
て
、

西
城
温
水
プ
ー
ル
「
水
夢
」
で
、
さ
ぎ

り
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
金か
な
や
ま山
佳よ

し
お生
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
競
泳
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
対
象
の
市
内
小
学
５
・
６
年

生
延
べ
36
人
が
参
加
し
、
庄
原
市
少
年

少
女
水
泳
記
録
会
に
向
け
て
、
平
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
な
ど
の
泳
法
や
、飛
び
込
み
・

タ
ー
ン
な
ど
の
水
泳
技
術
を
は
じ
め
競

泳
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

レシーブ練習（バレーボール）

ドリブル練習（バスケットボール）

トス練習（バレーボール）

シュート練習（バスケットボール）

ビート板を使った練習（競泳）

生涯
学習課

子どもたちの力を引き上げる
庄原市レベルアップスポーツ教室（競泳・バスケットボール・バレーボール）

　

ま
た
７
月
29
日
に
は
、
庄
原
市
総
合

体
育
館
で
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」
を
開

催
し
、
小
学
生
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
」
の
村む

ら
か
み上

駿し
ゅ
ん
と斗
選
手
と
ハ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
選
手
を
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
は
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー

ト
の
基
本
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
８
月
12
日
に
は
、
同
体
育
館

で
、「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
を
開
催
し
、

小
学
生
73
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
実
業
団
の
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
「
マ
ツ
ダ　

ク
ロ
ス
・
ナ
イ
ン
」

の
皆
さ
ん
を
招
き
、
パ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の

基
本
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
に
参
加
し
た

香か
が
わ川
翔し

ょ
う
さ
ん
（
高
野
小
６
年
）
は
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
基
礎
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま
だ
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
次
の
機
会
も

参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
「
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」

「
卓
球
教
室
」「
ス
キ
ー
教
室
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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地域で貴重な神事芸能を披露 ニュースポーツを体験森の大切さを学ぶ 待ちに待った収穫
　広島県指定無形民俗文化財「三上神楽」・7/29 　ニュースポーツ講習会などを開催・7/23　アサヒの森「森と水の学習会」・7/25 　たかの体験夏の収穫祭・8/11

山内小学校の体育館で、日吉神社（山内町）の宮司
が交代したことを記念して三上神楽が奉納されまし
た。三上神楽は庄原地域に古くから伝わる神楽で、昭
和 60 年３月 14 日に広島県指定無形民俗文化財に指
定されました。現在でも神職のみで継承されており、
儀式性を重んじているのが特徴です。

指
さ し か み

紙や魔
ま ば ら い

駈などの儀式舞の後、奉
ほ う へ い の り と

幣祝詞（神事）を
挟み、御

ご し ん

神、八
や と

戸などの能舞が演じられました。中で
も、御神で日吉神社の御

ご さ い し ん

祭神が人々に災いをもたらす
悪鬼を退治した場面ではひときわ大きな拍手と歓声が
あがりました。

会場には地域の皆さんをはじめ、市外からも大勢の
方が来場し、貴重な神楽を堪能していました。

里山総領体育館で、ニュースポーツ講習会＆自治会
対抗ソフトバレーボール大会が開催され、約 70 人が
参加しました。

ニュースポーツ講習会では「ワンバウンドふらばー
るボールバレー」が行われました。この競技はワンバ
ウンドした軽い変形ボールをレシーブするため、ボー
ルの飛ぶ方向が予想しにくく、珍プレー・好プレーが
続出しました。

自治会対抗ソフトバレーボール大会では熱戦が繰り
広げられ、昨年に続き上

か み い ち

市自治会が優勝しました。
主催した節分草スポーツクラブの天

あ ま の

野 武
たける

副理事長
は「今後も、地域でニュースポーツを普及させ、スポー
ツの楽しさを伝えていきたい」と話していました。

比和町の甲
こ う の む ら や ま

野村山で、アサヒの森環境保全事務所・
広島北部森林管理署・広島水源林整備事務所が主催す
る「森と水の学習会」が開催され、比和小学校の５・６
年生18 人が参加しました。

児童は、紙芝居による学習や自然観察で森の働きに
ついて学び、地元農家の方から森の中にある木の実な
どの食材を教えてもらいました。その後、丸太切り体験
や木工教室を行い、森の大切さを学びました。昼食は当
日の朝、有害鳥獣として捕獲されたイノシシの肉や地
元野菜を使ったバーベキューと、「すくもくど」で炊か
れたご飯を堪能しました。

６年生の松
ま つ も と

本凌
り ょ う が

河君は「紙芝居を見て森がダムの役
割をはたしていることを学習できた」と話していました。

上
か み た か

高自治振興区が主催する「たかの体験収穫祭」が
高野町のたかの体験農場で開催され、県外からの参加
者を含め160 人がトウモロコシの収穫を体験しまし
た。この催しは、中山間地域のにぎわい創出を目的に広
島県が実施している「ひろしまさとやま未来博2017
ココロザシ応援プロジェクト」に採択されています。

収穫期を迎えた約千本のトウモロコシを目当てに開
始前から行列ができ、１時間もたたないうちに全て無
くなりました。参加した子どもたちはスタッフにおい
しいトウモロコシの見分け方を聞きながら、真剣に選
んで収穫していました。

口和町の積
つ み や ま

山泰
た い す け

介君（４歳）は「とても大きくて驚
いた。自分で採れて楽しかった」と話していました。

地元高校生が地域に貢献種まきと収穫から学ぶ 楽しい体験で夏の暑さも吹きとばす
　東城高校生徒によるボランティア清掃・7/24　食育教室　トウモロコシ収穫・8/9 　鮎の里公園鮎のつかみ取り体験・7/29-30　8/5-6

　東城高校の生徒によるボランティア清掃が、東城駅
と町内４コースに分かれて行われました。
　この取り組みは、毎年夏と秋に行われており、今回
は参加を希望した生徒約 40 人が、東城駅舎の掃除や
道路沿いのごみ拾いなどの清掃活動をしました。
　生徒は「思ったよりごみが落ちていた。ポイ捨てを
しないようにしてほしい」「地域に貢献できてうれし
い。今後もこのような活動を続けていきたい」「きれ
いになって良かった」などの感想を話していました。
　また同日、小学校の学習ボランティアにも 15 人程
度参加しており、夏休みの宿題などの学習支援を行い
ました。

西城町油木のトウモロコシ畑で、前油木営農組合主
催の食育教室が行われ、西城小学校と美古登小学校
の３年生 21 人が参加しました。このイベントは平成
21 年から始まり、トウモロコシの種まきと収穫を体
験することで、食の大切さと生産者への感謝の気持ち
を育成しています。

収穫の後は、旧油木小学校の体育館に移動し、地元
の方が用意してくれた、ゆでたトウモロコシとおにぎ
りを食べながら、地元の方と交流を深めました。

児童は「１センチメートルくらいの種から『88 日で
こんなに大きくなるんだ』と思った。自分たちで作っ
て食べたので、とてもおいしかった」と話していました。

口和町の鮎の里公園で鮎のつかみ取り体験が行われ
ました。

公園内の人工池に鮎を放流し、子どもたちが素手で
それを捕まえます。子どもたちは池に入り、服がぬれて
もお構いなしで夢中になって鮎を追いかけていまし
た。捕った魚は塩焼きにしてその場で食べたり、持ち
帰ったりしていました。

参加した子どもは「逃げるのが速くて捕まえにく
かったけど、鮎が捕れておもしろかった。塩焼きもとて
もおいしかった」と話していました。

▲日吉神社宮司による儀式舞「舞の一」（神迎え） ▲変形ボールをうまく打ち返した▲班に分かれて行った自然観察 ▲トウモロコシの収穫を体験（写真提供：庄原格致高２年 堂面風人）

№6 №2№7 №3

№4 №1

▲道路沿いのごみ拾い▲採れたてのトウモロコシを丸かじり ▲鮎を捕まえた ▲鮎に逃げられた！？ ▲石の隙間を探す

▲捕まえた鮎を慎重にバケツへ運ぶ

№5



市内の祭りをカメラが追いました。

８月５日　七夕まつりinふるさと高野　４
８月12日　東城遊夏祭　５
８月13日　ヒバゴン郷どえりゃあ祭　３
８月15日　比和ふるさとの盆踊り花火大会　１
８月26・27日　庄原よいとこ祭　２・６

２

1

５ ４

６

３
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 10月19日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 10月12日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 10月３日㈫・17日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 10月12日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

東城 10月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 10月10日㈫13時～15時 高野支所

比和 10月19日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 10月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月19日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月19日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ９月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 10月20日㈮13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月10日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月19日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ９月29日㈮13時～16時 西城自治振興センター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 10月13日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」10月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
10月５日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
９月26日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 10月17日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 10月２日㈪・16日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 10月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

広報しょうばら／ 2017.9　20 21　2017.9 ／広報しょうばら



お知らせInformation

そ  

の  

他

募　
　

集

催　
　

し

時
悠
館
秋
休
み
特
別
展

●
帝
釈
峡
と
比
婆
い
ざ
な
み
街
道

の
花
々

　

ヒ
ゴ
ダ
イ
や
コ
ウ
リ
ン
カ
な
ど
、

希
少
植
物
種
の
写
真
40
点
を
展
示

し
ま
す
。
撮
影
者
は
小
田
政
春
さ

ん
と
落
合
健
持
さ
ん
で
す
。

と
き　

９
月
10
日
㈰
～
10
月
９
日

（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

総
領
お
い
で
ん
祭　
　
　
　

庄
原
み
の
り
の
祭
典
21

　

２
年
に
１
度
開
催
す
る
、
総
領

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
総
領
お
い

で
ん
祭
」。
今
回
は
「
庄
原
み
の
り

の
祭
典
21
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
の
特
産
品
・
農
産
加
工
品

な
ど
が
展
示
・
販
売
さ
れ
る
「
み

の
り
広
場
」
な
ど
、
バ
ザ
ー
が
多

数
開
か
れ
る
ほ
か
、
文
化
活
動
団

体
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
歌
手
の

黒
木
じ
ゅ
ん
さ
ん
と
メ
イ
ン
ゲ
ス

ト
の
伍
代
夏
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈰

９
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
総
領
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

第
25
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
他
、
各
種
バ
ザ
ー
で

は
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。「
か

ら
だ
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」「
ツ
ー

リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比
和
大
会
」

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
ひ
ろ
し

ま
百
山
「
福
田
頭
」
な
ど
紅
葉
の

美
し
い
山
々
を
見
な
が
ら
、
楽
し
い

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
15
日
㈰

９
時
～
15
時
10
分

と
こ
ろ

庄
原
市
比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ　

比
和
や
ま
び
こ
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
比
和
支
所

地
域
振
興
室
産
業
建
設
係
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

第
17
回
こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

　

備
北
の
丘
で
あ
そ
び
や
体
験
を

と
お
し
て
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ

や
体
験
す
る
喜
び
を
見
つ
け
ら
れ

る
お
祭
り
で
す
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
バ

ザ
ー
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
催

し
物
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
15
日
㈰

10
時
～
14
時

と
こ
ろ

国
営
備
北
丘
陵
公
園　

北
入
口
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

庄
原
書
道
墨
友
会
書
道
展

　

庄
原
書
道
墨
友
会
に
よ
る
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
30
日
㈯
～
10
月
４
日
㈬

※
10
月
２
日
㈪
は
休
館
日

※
最
終
日
は
17
時
ま
で

と
こ
ろ

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

庄
原
書
道
墨
友
会

会
長　

平
岡
慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

庄
原
市
周
遊
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
広
告
掲
載
店
舗
募
集

　

庄
原
市
の
周
遊
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
ぐ
る

た
び
」
に
広
告
を
掲
載
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
店
舗

市
内
に
住
所
を
有
し
飲
食
を
提
供

す
る
店
舗
（
例
：
食
事
処
、カ
フ
ェ
、

に
学
び
あ
う
場
と
し
て
「
庄
原
ビ

ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
講
し

ま
す
。
本
市
の
よ
り
良
い
未
来
づ

く
り
に
意
欲
の
あ
る
方
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

①
９
月
16
日
㈯
、
②
10
月
21
日
㈯
、

③
11
月
４
日
㈯
、
④
11
月
18
日
㈯ 

※
４
回
を
通
し
て
受
講

い
ず
れ
も
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
役
所
本
庁
舎　

３
階
防
災
対
策
室

対
象
者

　

原
則
と
し
て
、
市
民
ま
た
は
市

内
事
業
所
に
勤
務
し
、
本
市
の
よ

り
良
い
未
来
づ
く
り
に
貢
献
す
る

意
欲
の
あ
る
方
、
ま
た
は
、
本
市

の
将
来
を
担
う
若
手
経
営
者
や
経

営
者
候
補
の
方
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全

体
を
通
じ
て
３
日
以
上
の
講
義
へ

の
出
席
と
、
講
義
日
以
外
で
の
チ
ー

ム
に
よ
る
研
究
活
動
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
方
。
ド
ロ
ー
ン
操
縦

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
講
料　

４
万
円
（
全
４
回
）

定
員　

先
着
20
人

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
ま
た
は

各
支
所
総
務
室
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
提

出
可
）

募
集
期
限　

９
月
13
日
㈬　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ

く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２　

メ
ー
ル　

ichiban@
city.shobara.

lg.jp三
次
高
等
技
術
専
門
校　
　

４
月
入
校
生
募
集

　

本
年
度
の
学
校
卒
業
生
ま
た
は

卒
業
見
込
み
者
を
対
象
に
、
平
成

30
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

■
自
動
車
整
備
科
（
訓
練
期
間
２

年
・
高
卒
見
込
み
者
）

■
溶
接
加
工
科（
訓
練
期
間
１
年
）

■
建
築
科
（
訓
練
期
間
１
年
）

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
訓
練
期
間

６
カ
月
）

　

見
学
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

見
学
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間　

９
月
25
日
㈪
～

10
月
31
日
㈫　

※
必
着

※
選
考
日
や
選
考
内
容
、
合
格
発

表
日
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器　
　
　
　

購
入
補
助
金
の
ご
案
内

　

生
ご
み
処
理
機
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
な
ど
の
生
ご
み
処
理
容
器
ま
た

は
電
動
処
理
機
な
ど
の
生
ご
み
処

理
機
器
）
を
購
入
し
設
置
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
額

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限

は
１
万
６
千
円
で
す
。
た
だ
し
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
で
購
入
、
設
置

し
た
も
の
は
２
万
円
が
上
限
で
す
。

（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま

り
か
ら
、
各
家
庭
で
生
ご
み
を
処

理
す
る
生
ご
み
処
理
機
器
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
機
器
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
悪
臭
な
ど
の
不
快
感

の
解
消
の
他
、
ご
み
を
減
量
化
・

資
源
化
で
き
、
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

補
助
金
上
限
額
が
２
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
機
会
に
、

補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
３
９
８

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

パ
ン
屋
な
ど
）

広
告
掲
載
料　

３
千
円

申
込
方
法　

庄
原
市
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.shobara-satoyam

a.jp/
gurutabi/

）
か
ら
「
庄
原
市
周
遊

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
申
込
書
」

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申
込

先
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
８
日
㈮

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２

第
13
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞　

作
品
募
集

募
集
作
品　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、

勤
務
の
方

募
集
期
間　

９
月
20
日
㈬
ま
で

応
募
要
領　

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
、
児
童
、

学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校

名
、
学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ
ぞ
れ

に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
を

贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品
は
10
月

８
日
㈰
～
10
日
㈫
に
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ア
ー
ト
多た

い

む
愛
夢
で
展
示
し
ま

す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
（
庄
原
市
西
本

町
二
丁
目
17
番
15
号 

庄
原
市
民

会
館
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
（
庄
原

市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

庄
原
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
者
募
集

　

市
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
ド

ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を
活
用

し
た
新
た
な
視
点
で
の
産
業
の
振

興
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
県
立
広
島
大
学
と
連
携
し
、

本
市
の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

ド
ロ
ー
ン
活
用
人
材
の
育
成
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
、
互
い

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！県

大
会

広
島
県
小
学
生
空
手
道
選
手
権

大
会

（
５
月
３
日
／
東
広
島
運
動
公
園
体

育
館
）

●
女
子
組
手
個
人
３
年

第
３
位

新
井　
　

梓（
庄
原
小
３
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
広
島
県
大
会

（
７
月
２
日
／
コ
カ・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
広
島
ス
タ
ジ
ア
ム
）

●
５
年
男
子
１
０
０
ｍ　

第
４
位

早
井　

隼
平（
口
南
小
５
年
）

●
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

第
１
位

坪
倉　

瑠
快（
小
奴
可
小
６
年
）

●
小
学
男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

第
４
位

宇
山　

温
翔（
庄
原
小
６
年
）

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

広
島
県
大
会

（
７
月
８
日
・
９
日
／
広
島
広
域
公

園
陸
上
競
技
場
）

●
共
通
女
子
走
り
幅
跳
び

第
５
位

荒
木　
　

綸（
庄
原
中
２
年
）

全
国
大
会

第
72
回
国
民
体
育
大
会　
　
　

な
ぎ
な
た
競
技
会

（
10
月
１
日
～
３
日
／
愛
媛
県
松
山

市
）

●
試
合
の
部　

団
体
戦

足
立　

朱
穂（
川
北
町
）

福
田
さ
つ
き（
春
田
町
）

●
演
技
の
部

福
田
さ
つ
き（
春
田
町
）

　

そ
の
ほ
か
、
全
国
大
会
出
場

者
に
つ
い
て
15
ペ
ー
ジ「
市
政
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
の「
全
国
大
会
壮
行

式
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
子

ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
、
固
定
金
利
（
年
１
．
81
％
※
平

成
29
年
８
月
１
日
現
在
）
で
利
用

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

返
済
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
検
索

す
る
か
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
‐
６
５
６

ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
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お知らせInformation

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北コスモスピクニック
９月16日㈯～10月22日㈰開催

国営備北
丘陵公園
だより

釣り大会

稲刈り体験

コスモス

無料入園日：９月18日（月・祝）、10月８日㈰・15日㈰
　　　　　※9/18は 65歳以上の方のみ入園無料

約
１
８
０
万
本
の
秋
の
花
々

　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ

ス
モ
ス
」。
約
１
５
０
万
本
の

コ
ス
モ
ス
を
９
月
下
旬
か
ら

10
月
中
旬
に
か
け
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
花
の
広
場
」

で
は
、
ジ
ニ
ア
な
ど
も
合
わ
せ

て
総
数
約
１
８
０
万
本
の
秋

の
花
々
が
咲
き
広
が
り
ま
す
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

備
北
コ
ス
モ
ス
ピ
ク
ニ
ッ
ク

期
間
中
の
週
末
と
祭
日
を
中
心

に
、
気
軽
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ひ
ば
の
里
で
は
、
毎
年
好
評

の
「
秋
の
神
楽
」
を
開
催
し
ま

す
。
迫
力
の
舞
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
９
月
16

日
㈯
～
18
日
（
月
・
祝
）
は

花
火
と
神
楽
の
共
宴　
　

２
０
１
７

　

大
迫
力
の
神
楽
と
約
３
千
発

の
打
ち
上
げ
花
火
が
、
秋
の
夜

を
盛
大
に
彩
り
ま
す
。

と
き　

10
月
8
日
㈰　

開
場
17
時　

開
演
18
時

出
演
団
体

原
田
神
楽
団
「
大
江
山
」

琴
庄
神
楽
団
「
土
蜘
蛛
」

花
火
打
ち
上
げ　

19
時
30
分
～

（
最
終
入
場
は
19
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

チ
ケ
ッ
ト　

▼
大
人
１
５
０
０

円
▼
小
人
（
小
・
中
学
生
）

５
０
０
円
▼
前
売
り
限
定
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
（
大
人
２
枚
、小
人
１
枚
）

２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１　

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
野
菜
の
お
も
て
な
し
」「
稲
刈

り
体
験
」「
栗
お
こ
わ
作
り
」

な
ど
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
花
の
広
場
の

「
花
の
演
奏
会
」、
大
芝
生
広
場

の
「
ふ
わ
ふ
わ
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
」
や
「
カ
ヌ
ー
体
験
」、
い
こ

い
の
森
の
「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
体
験
」
な
ど
、
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

釣
り
大
会

　

国
兼
池
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、

ブ
ル
ー
ギ
ル
、
コ
イ
を
対
象
と
し

た
釣
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

９
月
10
日
㈰

９
時
30
分
～
15
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

国
兼
池

持
参
物　

餌
・
釣
り
具

定
員　

50
人
（
小
学
生
以
上
）

※
事
前
申
し
込
み
必
要

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

料
金　

５
０
０
円

◀
10
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
コ

コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
た
か
の
体
験　

稲
刈
り

と
き　

10
月
８
日
㈰

10
時
～
13
時　

※
要
予
約

と
こ
ろ

上
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合

②
た
か
の
体
験　

芋
ほ
り

と
き　

10
月
14
日
㈯

10
時
～
13
時　

※
要
予
約

と
こ
ろ　

上
高
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
隣　

た
か
の
体
験
農
場

③
た
か
の
体
験　

秋
祭
り

と
き　

10
月
28
日
㈯

13
時
～
16
時　

※
要
予
約

と
こ
ろ　

和
南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
集
合　

①
～
③
問
い
合
わ
せ

上
高
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
２
１
４

④
湯
木
素
人
芝
居

と
き　

10
月
28
日
㈯

19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

口
南
小
学
校
体
育
館　

問
い
合
わ
せ　

湯
木
釜
峰
自
治
会

☎
０
８
２
４
‐

87
‐
２
１
１
３

◀
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
と
や
ま
未
来
展

　

登
山
家
の
野の

ぐ
ち口
健け

ん

さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、「
自
然
体
験
で
、
自

分
と
地
球
を
守
る
」を
テ
ー
マ
に
、

さ
と
や
ま
の
未
来
を
考
え
る
ト
ー

ク
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験
や
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
か
る
た
、
苔

玉
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ

と
や
ま
の
楽
し
さ
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰

ま
っ
た
屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き

９
月
16
日
㈯
～
18
日
（
月
・
祝
）

10
時
～
17
時

※
18
日
は
16
時
ま
で

※
16
日
・
17
日
の
み
ナ
イ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
18
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

神
石
高
原
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン

（
神
石
高
原
町
上
豊
松
72
‐
８
）

⑤
た
か
の
体
験

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
紅
葉
散
策

＆ 

た
か
の
リ
ン
ゴ
食
べ
比
べ

と
き　

10
月
29
日
㈰

９
時
～
15
時

と
こ
ろ

下
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合　

問
い
合
わ
せ　

下
高
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
６
７
９

⑥
庄
原
さ
と
や
ま

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
２
０
１
７
秋

と
き　

10
月
中
の
土
・
日
曜
日　

と
こ
ろ　

市
内
各
公
開
エ
リ
ア

問
い
合
わ
せ　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

⑦
手
ぬ
ぐ
い
御
朱
印
帳
で
巡
る 

庄
原
庭
遍
路
へ
ご
招
待
！

と
き　

10
月
中
の
土
・
日
曜
日　

と
こ
ろ　

市
内
各
公
開
エ
リ
ア

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

さ
と
や
ま
未
来
博
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
里
山
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://satoya
m

a-m
irai2017.jp/

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

ひろしま
さとやま未来博
２０１７

“
ひ
ば
の
里
収
穫
祭
”
を
行
い
、

広告
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　10 月９日（月・祝）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

（第７７回特別展　広島県のチョウ－その多様性と現状－から）
庄原市食農教育モデル事業 アリの巣の中で育てられるチョウの幼虫

シワクシケアリ

ゴマシジミの幼虫

ワレモコウ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶本号の健康広場のテーマは「特定保健指導」。実は
８月に健診を受けましたが、昨年同期から体重が４キ
ログラムも増加。「メタボリックシンドローム」という言
葉が胸に突き刺さる。若かったときには気にもしたこ
とがなかったのに。指導の対象になったかどうかは内
緒ですが、皆さん健康には注意しましょう。
▶成人式から早10 年余…。あの頃あった筋肉は脂肪
へと変わり、無縁だった肩こりとは今では大の仲良
しに。脂の多いものを食べるとお腹を壊し、にきびの
痕はシミになる始末。ことしの新成人の皆さんはこ
うならないよう、日頃から節制し、トレーニングやお
肌の手入れをぜひ頑張ってください！

９月・10 月のイベント情報
▶展示・イベント
○庄原実業高校アグリカンパニー
　と　き　９月９日㈯・10月７日㈯　10時～15時
　ところ　エントランスホール
※ゆめさくら講座草木染め教室は、午前・午後の部共
に定員に達しました。連続での講座になるため、10月
の募集も行っていません。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈰～10日㈫　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

９月23日（土）東城病院 ☎08477-2-2150
24日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

10月１日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
８日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
９日（月）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
15日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年７月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，４８６人　　（前年比－６４４人）　
男　　　１７，３１１人　　（前年比－２８３人）　
女　　　１９，１７５人　　（前年比－３６１人）　
世帯数　１５，７８６世帯　（前年比－５１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３５２人（前年比＋２３人）

と　き　９月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
と　き　９月 25 日㈪ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
ところ　市役所東城支所１階ロビー
今回は昼の市役所本庁でのコンサートと併せて、同
日夕方から東城支所でも演奏します。お楽しみくだ
さい。
出演者　魚

うおずみ

住　恵
めぐみ

（ピアノ）・万
ばんだい

代恵
け い こ

子（フルート）
演奏曲目　
愛の挨拶（フルートとピアノ）、ため息（ピアノ）ほか
▶魚住　恵…エリザベト音楽大学卒業、専攻科修了。
1984 年日仏フランス音楽コンクールピアノ部門最
高位。王立ブリュッセル音楽院上級課程に留学、栄
誉賞を得て修了。2000 年にエリザベト音大博士学
位をピアニストとして初めて取得。作曲も手がけ、
フリーアナウンサー魚住りえと共に行う「朗読とピ
アノ演奏による姉妹コンサート」を県内外で開催。
エリザベト音大および広島文教女子大学非常勤講
師、カワイ音楽教室ハイレベルコース講師、その他
学会員などとして活躍中。
▶万代恵子…国立音楽大学、ベルリン芸術大学卒業。
ベルリン芸術大学室内楽コンクール特別賞を受賞。
ドイツ各地のオーケストラや、現代音楽、アンサン
ブルなどで演奏活動や録音を行う。2003 年、韓国
トンヨンで国際イサン・ユン音楽フェスティバルに
招待され出演。ニーダーザクセン州立劇場のフルー
ト奏者を８年間務め、ヒルデスハイム大学、ヒルデ
スハイム音楽学校フルート講師を経て、現在エリザ
ベト音楽大学専任講師などとして活躍中。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

  チョウの幼虫が植物を食べて育つことはよく知られていま
す。ところが、チョウの中にはとても変わった方法で成長す
るものがいます。
　ゴマシジミという小さなチョウは、ワレモコウという植物
の花の付近に卵を産み、孵

ふ か

化した幼虫はワレモコウのつぼみ
や花を食べながら成長しますが、４齢になると地表に下り、
運よくシワクシケアリというアリに出会うと巣の中に運ば
れ、アリの幼虫などを食べて成長します。ゴマシジミはアリ
に運ばれるまでには大変な危険が伴いますが、巣に入ってし
まうと天敵もおらず餌も豊富な環境ですくすくと育ちます。
どうしてこのようなことができるのでしょう？
　アリは体の表面に種

し ゅ

に固有のワックスのような化学物質を
分泌し、これにより仲間を見分けています。ゴマシジミはシ
ワクシケアリの化学物質をまねて仲間と勘違いさせます。さ
らに、お尻から甘い蜜を出してアリを引き寄せます。
　シワクシケアリはいくつかの幼虫を食べられてしまいます
が、蜜をもらうなど、何らかのメリットがあると考えられて
います。
　ゴマシジミは巣の中で羽

う か

化しチョウになると、化学物質の
効果がなくなりアリから一斉に攻撃を受けるようになるた
め、急いで脱出しなければなりません。

　庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるため、市内の小中学校が行う“地域の子どもた
ちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り組み ”
を支援しています。
　本年度は、市内の小学校12校がこの事業に取り組んでいます。
学校田や学校菜園での米・野菜作りのほか、りんごやぶどう、コンニャ
クなど、それぞれの地域の特色に合わせ、多様な作物の栽培や作業・
加工体験を行っています。
　米作りでは、「アイガモ農法」などの取り組みを通じて、地域で行
われる米作りを学んだり、地域伝統文化である「田楽」を「大花田植え」
で発表することを通じて、地域の歴史や文化を学んだりしています。
これらの特徴的な取り組みによって、毎日食べる「お米」とそれが
できるまでの「農」との結び付きに関心が持てるようにしています。
　栽培・収穫された作物は、調理実習で自ら調理して食べるほか、
学校行事で地域の方に振る舞ったり販売したりしています。地域の
人々との交流も、食に関する関心・意欲の向上につながり、地域農
業への理解を深めることに結びついています。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

9月27日㈬ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

比和自然科学博物館   ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

　「 第 77 回 特 別 展　 広
島県のチョウ－その多様
性と現状－」（11 月 26
日㈰まで）ではこのよう
なチョウの面白い生態を
はじめ、広島県に生息し
ているチョウの標本を
72 種 約 3,300 個 体（ 標
本がとてもきれいです）、
さらに、すでに絶滅した
チョウや絶滅危惧種など
の貴重な標本を展示し解
説しています。ぜひご来
館ください。

りんごの摘果を体験する
高野小学校児童

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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